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和
２
年
度
は
65
世
帯
が
登
録
し
、
延
べ
１
３

７
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

□�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、

一
時
預
か
り
事
業

　

�　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
と
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人
（
依
頼
会
員
）
と
お
手
伝
い
が
で
き
る
人

（
提
供
会
員
）
が
会
員
組
織
を
つ
く
り
、
会

員
相
互
の
信
頼
関
係
の
も
と
に
地
域
全
体
で

子
育
て
を
応
援
す
る
し
く
み
で
す
。
提
供
会

員
と
し
て
幅
広
い
年
齢
層
が
登
録
し
、
最
近

は
送
迎
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

一
時
預
か
り
事
業
と
合
わ
せ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
る
・
る
・
る
に
委

託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、

依
頼
会
員
・
提
供
会
員
合
わ
せ
て
５
１
１
世

帯
が
登
録
し
、
延
べ
５
３
９
人
の
利
用
が
あ

り
、
一
時
預
か
り
事
業
は
、
延
べ
７
１
５
人

が
利
用
し
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
、
計
根
別
こ
ど
も
館
「
え
み
ふ
る
」

に
お
い
て
も
一
時
預
か
り
事
業
を
実
施
し
て

　
第
２
期
中
標
津
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
は
、
前
計
画
「
第
１
期
中
標
津
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
計
画
期
間
：
平

成
27
年
度
～
令
和
元
年
度
）」
の
主
旨
を
継
続

し
、
子
育
て
関
連
事
業
所
の
関
係
者
や
学
識
経

験
者
、
公
募
に
よ
る
一
般
代
表
者
に
よ
る
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
委
員
と
、
町
の
関
係
担
当
者

で
構
成
さ
れ
た
推
進
協
議
会
に
よ
り
検
討
さ
れ
、

今
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
お
け
る
町
の

あ
り
方
を
定
め
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
推

進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

【
計
画
期
間
：
令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度
ま

で
の
５
年
間
】

●
主
な
取
り
組
み

基
本
目
標
Ⅰ

�

子
育
て
家
庭
を
応
援
・
支
援
す
る
環

境
づ
く
り

�　

す
べ
て
の
親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
教
育
・

保
育
の
質
の
向
上
や
子
育
て
支
援
全
体
の
体
制

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

□
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

　

�　
令
和
２
年
度
よ
り
泉
保
育
園
の
定
員
を
90

人
か
ら
１
２
０
人
に
拡
大
し
、
保
育
の
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
、
新
規
事
業
と
し
て
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
※
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

�　
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
・

増
進
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
提
供
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

�　

�　
ま
た
、
生
後
４

か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
家

庭
を
児
童
セ
ン

タ
ー
の
保
育
士
が

訪
問
す
る
「
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
事
業
」
を
継

続
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
１
３
８
件

の
家
庭
を
訪
問
し

ま
し
た
。

□
病
児
保
育
事
業

　

�　
子
ど
も
の
病
気
に
よ
り
集
団
保
育
が
困
難

な
期
間
に
お
い
て
、
一
時
的
に
子
ど
も
の
預

か
り
保
育
を
行
う
事
業
を
中
標
津
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
令

お
り
、
令
和
２
年
度
は
延
べ
１
，
０
３
３
人

が
利
用
し
ま
し
た
。

□
幼
稚
園
型
一
時
預
か
り
事
業

　

�　

幼
稚
園
に
一
時
預
か
り
事
業
を
委
託
し
、

３
歳
児
以
上
の
保
育
枠
の
拡
充
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
の
利
用
人
数
は
、
公
立

の
計
根
別
幼
稚
園
も
合
わ
せ
、
５
幼
稚
園
で

延
べ
１
５
，
０
０
８
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

□
援
助
を
必
要
と
す
る
家
庭
支
援

　

�　
障
が
い
を
も
つ
児
童
・
保
護
者
が
安
心
で

き
る
一
時
的
預
か
り
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
令

和
２
年
度
は
障
が
い
児
等
日
中
一
時
支
援
事

業
で
延
べ
２
３
１
人
、
ま
た
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
延
べ
４
１
９
人
が
利
用
し
ま
し

た
。

基
本
目
標
Ⅱ

�

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
生
き
る
力
と

豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り　
　

�　
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
文
化
活
動
に
触
れ
る

機
会
を
児
童
館
か
ら
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地

域
と
連
携
し
児
童
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

□
児
童
館
活
動

　

�　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の
方
々
が
趣

味
・
特
技
を
通
し
て
技
術
を
伝
え
る
チ
ャ
イ

ル
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
の
ほ
か
に
、
児
童

館
菜
園
「
た
が
や
し
隊
」
事
業
な
ど
、
地
域

と
子
ど
も
た
ち
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
目
指
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

�　
令
和
２
年
度
に
お
け
る
「
じ
ど
う
か
ん
祭

中
標
津
町
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

～�
第
２
期
中
標
津
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
そ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て�

～

泉保育園写真泉保育園写真

えみふる夏祭りえみふる夏祭り

水遊び水遊び

『
地
域
で
育
つ　
地
域
で
育
て
る　
未
来
の
力
』

～
世
代
を
超
え
て
み
ん
な
が
笑
顔
で
自
信
を
も
っ
て
く
ら
せ
る
町
～

基
本
理
念
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り
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
事
業
を
企
画
し
、

児
童
館
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

□
中
高
校
生
の
活
動
支
援

　

�　
児
童
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
る
」
は
、
平
日

20
時
ま
で
開
館
し
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス

な
ど
中
高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
２
回
ひ
ろ
ば
を
開

設
し
、
調
理
実
習
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

□
学
校
教
育
の
推
進

　

�　
令
和
２
年
度
よ
り
町
内
の
全
小
中
学
校
に

お
い
て
一
貫
教
育
を
導
入
し
、
義
務
教
育
９

年
間
を
見
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し

て
、
そ
れ
に
基
づ
き
行
う
系
統
的
な
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

□
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

�　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
１
～
３
年
生
を
対

象
に
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け

入
れ
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
２
年

度
は
２
８
４
人
が

登
録
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
学
年
の

児
童
の
居
場
所
を

確
保
す
る
た
め
に
、

児
童
館
の
利
用
時

間
を
最
大
18
時
に

延
長
し
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅲ

子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
環

境
づ
く
り

�　
思
春
期
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
新
生
児
期
、
乳

児
期
、
幼
児
期
、
学
童
期
を
通
じ
て
、
総
合
的

に
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
学
童
・
思
春
期
に
対
す
る
支
援

　

�　
町
内
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に
「
命
の
重

み
」を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る「
赤
ち
ゃ

ん
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

□
妊
娠
・
出
産
・
新
生
児
へ
の
支
援

　

�　
特
定
不
妊
治
療
費
用
、
妊
産
婦
健
康
診
査

費
用
（
一
般
健
康
診
査
14
回
、
超
音
波
検
査

6
回
、
産
後
2
回
）
の
助
成
、
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
た
ご
家
庭
へ
の
保
健
師
に
よ
る
新
生

児
訪
問
、
産
後
１
年
未
満
の
母
と
子
を
対
象

と
し
た
産
後
ケ
ア
事
業
（
体
調
不
良
や
育
児

不
安
が
あ
る
場
合
に
、
医
療
機
関
等
に
お
い

て
宿
泊
や
日
帰
り
で
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
事

業
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
健
や
か
な
成
長
・
発
達
へ
の
支
援

　

�　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
の
た
め
、

乳
幼
児
健
診
・
相
談
、
ま
た
予
防
接
種
の
周

知
、
勧
奨
を
継
続
し
て
実
施
し
、
健
康
増
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅳ

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

�　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

交
通
安
全
や
防
犯
等
の
環
境
整
備
の
ほ
か
に
、

子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
虐
待
防
止

に
努
め
ま
す
。

□
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
確
保

　

�　
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
、
青

色
回
転
灯
を
装
着
し
た
車
両
で
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
、
町
内
会
の
防
犯
部
に
よ
る
見
回

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
関
係
機

関
が
連
携
し
、
虐
待
等
の
早
期
発
見
・
早
期

解
決
の
た
め
、
即
時
の
ケ
ー
ス
検
討
会
議
開

催
体
制
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

児童館合同将棋大会児童館合同将棋大会

　児童手当を６月分以降も引き続き受給するためには、６月１日現在の状況についての「現況届」の提出が義務
付けられています。
　対象者（手当受給者）の方へ現況届の用紙を送付しますので、同封の返信用封筒にて６月30日㈬までに返送
してください。
※今年５月以降に児童手当を申請した方（出生・転入等）については、今年度は現況届を提出する必要はありません。

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得のひとり親の子育て世帯に対し、生活の支援
を行う観点から、北海道より「子育て世帯生活支援特別給付金」が支給されます。
　北海道から令和３年４月分の児童扶養手当を受けている方は、特段の申請は不要です（４月に支給済み）。
　以下のどちらかに該当する方は、申請が必要となりますので、お問い合わせください。

児童手当「現況届」の提出を

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分）のお知らせ

《支給対象者》
①公的年金等を受給していることにより、令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない方
　※ただし、所得制限があります。
　（「公的年金等」には遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償などが該当します）
②�令和３年４月分の児童扶養手当は受給していないが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が
急変し、収入が児童扶養手当を受給している方と同じ水準となっている方

《支 給 金 額》	 対象児童一人あたり一律　　５万円
《申請受付期間》	 令和４年２月28日㈪まで　　役場閉庁日を除く８時30分～17時15分
※低所得のふたり親子育ての給付金については、詳細が決まり次第ホームページ等でお知らせします。

申請・問い合わせは、子育て支援室 子育て支援管理係まで。

問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
室
ま
で
。
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　被保険者の方が、勤務先の倒産や解雇等で本人の意思と関係なく、非自発的な理由に
より離職した場合、失業から一定の期間（最長で２年度分）、前年中の給与所得を100
分の30として国保税の算定を行います。該当される方は申請が必要となります。
◇対象となる方◇ 　
　以下の条件①～③すべてに該当する方が対象となります。
　①雇用保険の【特定受給資格者】もしくは【特定理由離職者】の方
　②失業時点における年齢が65歳未満であること
　③雇用保険受給資格者証の離職理由コードが右記のいずれかに該当する方
◇必 要 な も の◇ 
　①印鑑　　　②本人確認書類　　　③雇用保険受給資格者証

　法律等の改正に伴い、低所得者に対する軽減対象世帯の基準額が拡大されました。
◎世帯単位での国保被保険者の合計所得が基準以下となった場合に一部軽減が受けられます。
　〇均等割額および平等割額が７割軽減される世帯
　　基礎控除（43万円）＋10万円×（給与所得者等数－１）
　〇均等割額および平等割額が５割軽減される世帯
　　基礎控除（43万円）＋28.5万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）＋10万円×（給与所得者数－１）
　〇均等割額および平等割額が２割軽減される世帯
　　基礎控除（43万円）＋52万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）＋10万円×（給与所得者等数－１）
　※�給与所得者等とは給与等収入金額が55万円を超える方、公的年金収入金額が60万円（65歳未満）、125万円
（65歳以上）を超える方のいずれかに該当する方となります。

　国民健康保険制度は、平成30年度から北海道が財政運営の責任主体となって運営（広域化）しており、市町
村ごとの標準保険料率と国保事業費納付金の額が示され、町はその納付金を納めるために必要な財源を国民健康
保険税として加入者のみなさんから納付していただいています。
　北海道では加入者負担の公平化を図る方針で、保険料水準の統一を目指すこととしており、町ではこのたび示
された令和３年度の標準保険料率に併せて、国民健康保険税の税率改正を行いました。

※所得割：国保加入者それぞれの総所得金額から基礎控除を除いた後に乗じる値（無所得の場合はかかりません）
※均等割：被保険者１人あたりの額
※平等割：１世帯あたりの額

　国民健康保険に加入している世帯主の方は、収入の有無に関わらず、所得の申告をする必要があります。
　※�所得税・住民税を申告済みの方、公的年金を受給されている方は申告の必要はありません。遺族年金・

障害年金のみを受給されている方は申告が必要となります。
　申告がまだお済みでない方は、所得がない場合でも上記の軽減判定は行われません。

●倒産・解雇等で失業した方の軽減措置について

●国民健康保険税の軽減制度について

●国民健康保険税の税率改正について

特定受給資格者
離職理由コード

11・12・21
22・31・32

特定理由離職者
離職理由コード 23・33・34

所得未申告者について

　　　　　　　国保税の算定に関すること…………………………………住民保険課 国保・高齢者医療係
　　　　　　　国民健康保険の各種届出に関すること……………………住民保険課 保険年金係問い合わせ先　　　　　　　納税相談に関すること………………………………………納税課 徴収対策係
　　　　　　　口座振替や納税証明に関すること…………………………納税課 収納係

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
(40歳以上64歳以下)

所得割 均等割 平等割 所得割 均等割 平等割 所得割 均等割 平等割
現　行 8.3％ 27,000円 33,000円 1.9％ 6,400円 7,000円 1.8％ 8,000円 8,000円
改正後 8.2％ 26,400円 28,000円 2.6％ 8,500円 9,000円 1.9％ 8,500円 6,600円
比　較 ▲0.1％ ▲600円 ▲5,000円 0.7％ 2,100円 2,000円 0.1％ 500円 ▲1,400円

国 保 だ よ り
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～�制 度 の 見 直 し に つ い て�～

●�保険料均等割の軽減割合が、次のとおり見直しされました。

※�給与所得者等とは、以下のいずれかに該当する方と
なります。
　・給与等の収入金額が55万円を超える方
　・�公的年金の収入金額が60万円（65歳未満）、125
万円（65歳以上）を超える方

�【令和２年度】
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円（かつ、被保険者全員が所得０円）�
※年金収入のみの場合、受給額80万円以下 ７割軽減

33万円 7.75割
軽減

33万円＋（28万５千円×世帯の被保険者数）５割軽減

33万円＋（52万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

�【令和３年度】
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

43万円＋10万円×（給与所得者等の数－１）７割軽減
43万円＋（28万５千円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数－１） ５割軽減

43万円＋（52万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数－１） ２割軽減

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062 札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階
❸０１１－２９０－５６０１

中標津町役場 住民保険課 国保・高齢者医療係
〒086-1197 中標津町丸山２丁目22番地
❸０１５３－７３－３１１１

問い合わせ先

●均等割の軽減割合が見直しされました

【申請に必要なもの】
　〇「年金手帳」または「マイナンバーカード」
　〇退職(失業)を理由に申請する方は、「雇用保険被保険者離職票」または「雇用保険受給資格者証」
　　※２年１か月前までさかのぼって申請できます。

※�50歳未満の方に限り、全額免除に該当しない場合でも、ご本人と配偶者の前年の所得が一定以
下であれば、保険料の納付が猶予されます。

　ご本人・配偶者・世帯主それぞれの前年の所得が一定以下の場合、申請により保険料の納付が免除または猶予
されます。

●免除・納付猶予の申請は随時受付しています

　退職（失業）や新型コロナウイルス感染症の影響により納付が困難となっ
た方は、前年の所得に関わらず、免除・納付猶予の対象となる場合があります。

　�　現在、免除または納付猶予を受けている方で、引き続き、７月以降も希望される方は申請が必要です。
　　申請の受付は、７月１日㈭からです。

●免除・納付猶予は１年ごと７月から翌年６月分までが対象期間です

日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/

国民年金保険料の納付が困難な方は
免除・納付猶予の手続きを

種　　　　　類 免除される前の
保険料（月額）

免除された後の
保険料（月額）

全　額　免　除

16,610円

0円

一部免除

４分の３免除
（４分の１納付）

�4,150円
（▲12,460円）

半 額 免 除
（２分の１納付）

�8,310円
�（▲� 8,300円）

４分の１免除
（４分の３納付）

12,460円
�（▲� 4,150円）

納付猶予（50歳未満）　※ 0円

問い合わせは、住民保険課 保険年金係まで。

日本年金機構



6広報なかしべつ　2021.6

　中標津町成年後見支援センターでは、高齢者や障がいのある方が不利益や権利の侵害を受けることがないよ
うに、財産管理や医療・介護・福祉の手続きに関する相談や利用のお手伝いをします。
　平成29年４月より中標津町社会福祉協議会に設置しています。

●相談対応
　電話や窓口で、成年後見制度などに関する相談
や質問を受け付けます。状況に応じて訪問します。
　受付日時：�月曜日～金曜日（土・日・祝日・年

末年始はお休みです）

判断能力が常に欠けている～不十分
・�日常の買い物の支払いが一人では難
しい。

・�介護サービスや施設入所の契約内容
が理解できない。

・�物忘れなどで、財産管理や契約が一
人では難しい。

など

（成年後見制度）法定後見制度
・�すでに判断能力が不十分な方が対象
となります。本人の判断能力に応じ
て、後見・保佐・補助の３種類に分
けられます。支援者が選任され、財
産管理や介護サービス・施設入所な
どの契約手続きをお手伝いします。

判断能力が十分でない
・�公共料金などの支払
い忘れがあり、日常
生活に不安がある。

など

日常生活自立支援事業
・�生活支援員が訪問し
て、生活費を管理し
たり、必要な支払い
をお手伝いします。
・�援助内容の契約を行
うため、契約能力の
ある方が対象です。

判断能力が十分にある
・�これからのことが不安で、将
来支援してくれる人を今のう
ちに決めたい。

など

（成年後見制度）任意後見制度
・�将来、判断能力が低下したと
きに備えて、財産管理や施設
への入所などに関する手続き
を代わりに行なってくれる人
を選んでおきます。
・�内容や方法についてあらかじ
め公証役場で契約します。

●手続き支援
　成年後見制度の適切な利用ができるように、手
続きの説明や助言などの支援をします。

●市民後見人の養成と活動支援
　市民後見人の養成や養成講座修了者を対象とし
た研修を行います。
※ 市民後見人とは…研修を受けた地域の方により
権利擁護の手助けをします。町成年後見支援セ
ンターの管理・監督のもと活動します。

●普及啓発
　成年後見制度をより多くの方に知ってもらうた
めに、説明会などを開催します。

中標津町成年後見支援センターのご案内中標津町成年後見支援センターのご案内

<

事
業
内
容>

こんなときにはこの制度を！…成年後見制度・日常生活自立支援事業

相談・問い合わせは、中標津町成年後見支援センター（中標津町社会福祉協議会）  ❸79-1231まで。

詳しくは、中標津町保健センター 健康推進課 母子健康係 ❸72－2733まで。

い
い
え

い
い
え

はい はい はい

【対　　象】　①～④すべてに該当する方
　①北海道等において特定不妊治療費助成交付を受けた方
　②�夫婦の一方または双方が中標津町に住民登録をしてい
ること

　③他の市町村で同じ治療に対して助成を受けていない方
　④町税等を完納している方

【助成回数および対象年齢について】
　�・�助成を受けた後出産した場合は、これま
で受けた助成回数をリセットできます。

　・�対象年齢は初回治療時の妻の年齢が43
歳未満の方（北海道の条件と同じです）

　中標津町では、特定不妊治療（体外受精および顕微授精、男性不妊治療）を受けてい
るご夫婦の経済的負担を軽減するため、治療にかかる費用の一部を助成しています。
　特定不妊治療費助成事業は、北海道において助成が行われており、中標津町では治療
にかかる自己負担額から北海道の助成額を引いた残りの額について、初回10万円、以
降５万円を上限として３回まで助成しています。

中標津町特定不妊治療費助成事業のお知らせ
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　町では、町民のみなさんに町の事業や予算状況などをお知らせし、町政に対してさらにご理解いただくため
に「よくわかることしの中標津（まち）づくり」を作成しています。本年度は町ホームページでの公開と主要
公共機関へ配架、および概要版を広報紙で掲載させていただきますのでお知らせします。

　今年度に取り組む事業のうち、新たに取り組む事業などの一部を抜粋してお知らせします。今後も、広
報紙にて適宜お知らせしますので、ぜひご一読ください。

　テレワーク実施による効果、課題を把握するため、中標津町でテレワー
クを行う企業に対し、移動費等の支援を行います。
　また、移住を検討されている方への「お試し暮らし」に取り組むほか、
東京圏からＵＩＪターン移住後に就労した場合に補助金を交付し、関係人
口・交流人口拡大と地域経済活性化を図ります。

関係人口創出事業（経済振興課） 311万円（町負担236万円）

　日常的に医療的ケアが必要とされる障がい児について、日中活動の場および保護
者のレスパイト（休息）を支援するため、各関係機関と調整を図り、日中一時支援
事業において、受け入れできる環境の整備を行います。
　また、令和４年度から町立保育園での医療的ケア児の受け入れに向けても、総合
的かつ包括的な体制整備を進めます。

医療的ケア児支援事業（福祉課・町立保育園） 731万円（町負担216万円）

　新型コロナウイルスの感染防止や感染リスク管理の
ため、空気清浄機やＰＣＲ検査の導入などにより、経
営持続化に取り組む事業所への対策支援を行います。

経営持続化応援補助（経済振興課）
1,000万円（町負担1,000万円）

● 概　要　版 ●

令和３年度主要施策概要（予算説明書）
よくわかることしの中

ま　　ち

標津づくりについて

問い合わせは、企画課 企画調整係まで。

問い合わせは、生活課 環境衛生係まで。

　中標津町では、毎年、ボランティア清掃やパトロール等を行い、ごみの不法投棄抑制および防止活動を行なっ
ています。不法投棄の多くは弁当の容器、ちり紙等の家庭ごみや引っ越しなどで出た粗大ごみとなっています。
不法投棄は法律で禁止されており、違反すると不法投棄の原因者は投棄したごみの撤去を求められるとともに、
５年以下の懲役または1,000万円以下の罰金が科せられます。
　この地域の豊かな自然を守るためにも、不法投棄の防止にみなさんのご理解とご協力をお願いします。

なくそう！ごみの不法投棄!!なくそう！ごみの不法投棄!!

　近年、在宅医療に使用したと思われる注射器等の医療系廃棄物が、家庭ごみと一緒
に捨てられている状況が増えてきています。
　注射器等の形状が鋭利なものや、血液が付着したもの、感染性を有するおそれがあるものは特別管理産業廃
棄物として、医療機関等において処分することになりますので医療機関に持ち込みをお願いします。
　それ以外の医療系廃棄物（チューブ・カテーテル等）は一般廃棄物として中標津町で行なっているごみ収集
に出すことは可能ですが、感染性の判断等で難しい部分もありますので不明な点等が生じた場合は、お問い合
わせください。

在宅医療系廃棄物の捨て方について在宅医療系廃棄物の捨て方について



8広報なかしべつ　2021.6

企画課からのお知らせ

　これまでの寄附金の状況と令和２年度の活用実績をお知らせします。今後も「あつまるまち」「つながる
まち」「ひろがるまち」の実現に向け、より良いまちづくりに取り組んでいきますので、ぜひみなさんからも、
町外在住の家族や知り合いの方々にこの制度のＰＲをお願いします。

■■令和２年度申込総額令和２年度申込総額
　　　　138,261,564円138,261,564円

■■申込総数申込総数
　8,812件　8,812件

■■参考　過去の実績参考　過去の実績
　　　　371,704,165円371,704,165円

■■令和２年度事業令和２年度事業
　活用額 2,196万円　活用額 2,196万円

年　度 件数 金額（円）
～平成23年度 33 2,100,000
平成24年度 8 680,000
平成25年度 13 1,065,000
平成26年度 15 985,000
平成27年度 31 1,385,000
平成28年度 2,416 36,865,001
平成29年度 2,248 38,826,600
平成30年度 3,010 60,985,000
令和元年度 4,624 90,551,000
令和２年度 8,812 138,261,564
合　　計 21,210 371,704,165

使　い　道　区　分 寄附申込額（円）
酪農業等の産業振興、地場産品ブランド化への取組み 25,643,000
中標津空港を利用した広域観光ルートづくり 2,860,000
農村景観と市街地景観が調和したまちづくり 2,915,000
森林保全と、エネルギーの地産地消による環境保全 3,434,164
「町立中標津病院」等の医療・介護支援体制の維持 6,216,000
「なかしべつ」への移住・定住の促進 933,000
結婚、出産、子育ての希望をかなえる環境づくり 11,053,000
子供たちの教育環境と地域で守り育てる環境づくり 28,410,400
町長におまかせ！（用途指定なし） 34,828,000
【特定事業応援】「中標津農業高等学校」の修学環境支援 2,958,000
【特定事業応援】新型コロナウイルス感染症対策支援 19,011,000

合　　　　　　　計 138,261,564

日本語学校誘致・共生社会推進事業

畜産食品加工研修センター事業

その他の活用事業

寄附金を活用しました�寄附金を活用しました�

　日本語学校誘致に取り組み、本年４月に日本語学校が開校され
ました。今後、さらなる外国人留学生との交流や共生に向けた取
り組みなどを進め、相互理解を深めるほか、地域の魅力を世界に
発信していきます。

　畜産食品加工研修センターの老朽化した設備である冷蔵庫、
冷凍機、ＦＦ式ストーブの更新を行いました。
　今まで以上に効率的かつ安心安全な食の提供や、より充実
した研修の開催を行えるようになりました。

活用額　54万円

活用額　71万円

事　　　　　業　　　　　名 活用額
母子保健事業（産後ケア事業など） 152万円
地域保健指導推進事業（健康ポイントなど） 45万円
牛乳消費拡大推進委員会負担金（イベント等での乳製品等PR） 70万円
知床ナンバー導入事業（導入経費） 19万円
広陵中学校長寿命化改良事業（実施設計、地質調査など） 1,648万円
日本体育大学連携協定事業（合宿受入れ） 48万円
なかなか健康なかしべつ(総合体育館を活用した健康づくり) 24万円
農業高校体育館備品整備事業（体育館改築時備品購入） 65万円

令和２年度	ふるさと納税の実績をお知らせします

問い合わせは、企画課 企画調整係まで。
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畜産食品加工研修センターからのお知らせお知らせ
令和３年度研修会のお知らせ

【申し込み・受け付けについて】
　◦開 催 日　�各研修の開催スケジュールについては町ホームページでご確認いただくか、直接センターまで

お問い合わせください。
　◦受付期間　参加希望日の前月１日～15日
　◦申込方法　申込書をＦＡＸ、郵送、または直接センターへ提出
　　　　　　　（申込書は町ホームページよりダウンロードしてください）
　　　　　　　�各回抽選とさせていただいています。参加決定した方には参加希望日の前月25日までに決定

通知書を送付します。
　◦持 ち 物　マスク、昼食（白衣、三角巾は当センターにて貸し出します）
　◦注意事項　�●都合により日程の変更、または中止となる場合がありますのであらかじめご了承ください。
　　　　　　　●昼食・飲み物等は各自ご持参ください。
　　　　　　　●現在新型コロナウイルス蔓延防止のため７人を超える団体の受け付けは行なっていません。

　畜産食品加工研修センターでは、地域農業や地場産物への理解を深めていただくことを目的として、乳製品
や食肉製品の製造体験研修会を開催しています。
　この機会にソーセージやチーズ作りなどを体験してみませんか？
【研修内容】

ソーセージ
（約２kg）
10時～14時頃

ソーセージ（約２kg）
ハム（約1.6kg）
10時～15時頃

ソーセージ（約２kg）
ベーコン（約1.6kg）
10時～15時頃

ゴーダ・マリボー・スト
リング・カチョカバロ
のいずれか（約２kg）
10時45分～15時頃

チェダーチーズ
（約２㎏）

10時45分～15時頃

５～10月 4,080円 9,760円 9,160円 3,490円 3,720円

　町では、企業版ふるさと納税を活用し「町立中標津農業高校修学支援による人材育成プロジェクト」に取り組
んでいます。いただいた寄附金は、これからの世界を支える「食」と「農」、「環境」を担う農業高校生のために
活用しています。
　令和２年度は２社の企業から計130万円の寄附をいただき取り組みを推進してきました。今後も、企業の方へ
のＰＲを図りながら頑張る農高生を支援していきます。
※企業版ふるさと納税～�地方公共団体が実施する地方創生の取り組みに企業（本社が町外の企業に限る）が寄附

を通じて応援した場合に、税制上の優遇措置が受けられるしくみです。

　根室管内唯一の農業高校である町立中標津
農業高校へ進学したいと思える特色ある高校
を目指し、入学者の確保と卒業生の地元就職

数の向上に向けて、修学支援および修学環境改善を図るとともに、地元
企業の即戦力となる人材育成を図ります。

事業期間　平成31年３月29日～令和４年３月31日
支援内容　・地区外から登校する生徒への通学費用支援
　　　　　・修学に必要な実習服、白衣等の購入費用支援
　　　　　・老朽が進み耐震基準を満たさない体育館の改築
　　　　　・海外酪農研修の実施（令和２年度は中止）
　　　　　・農業クラブにおける研究活動への支援

・株式会社シビテック　　ほか１社

町立中標津農業高校修学支援による
人材育成プロジェクト

（企業版ふるさと納税）

寄附いただいた企業
（公表可能な企業のみ）

≪プロジェクトの概要≫

問い合わせは、企画課 企画調整係まで。

申し込み・問い合わせは、畜産食品加工研修センター（❸78-2216 ❹78-2649）まで。
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令和３年度　実施予定事業一覧

問い合わせは、南知床４町地域雇用創造協議会事務局（中標津町役場内）❸７４－８３００まで。

南知床4町地域雇用創造協議会

　南知床４町地域雇用創造協議会では、別海町・中標津町・標津町・羅臼町の４町の企業の雇用創出や、求職・
転職・創業希望者の就職に向けた人材育成を目的としたセミナーを開催しています。また地域の企業と求
職者のマッチングを図る合同企業説明会等を行なっています。
　セミナー内容や日程については、各種セミナーの実施時期が近くなりましたら、新聞折込チラシや協議
会ホームページ等でお知らせしますので、ご参加をお待ちしています。

事業者・求職者の方へ
令和３年度開催セミナーのお知らせ

事業者向けの取り組み（事業者・創業希望者向け）
販路拡大　魅せ方・売り方セミナー（全３回）
商品ブランド力の高め方やSNS等での情報発信方法、他商品との差別化の方法等のヒントを学び販路拡
大を目指す講座です。

夏頃

S-Biz　事業拡大・雇用改善・新分野セミナー（全５回）
高付加価値化、新分野進出、販路拡大などさまざまなテーマに取り組み、魅力ある職場作りや事業拡大
のヒントを学ぶ講座です。

秋頃

インバウンド観光客受け入れ拡大セミナー（全３回）
観光客の消費拡大に向けて決済環境を整備するための意義や制度について学ぶ講座です。 秋頃

スポーツ合宿誘致と交流人口拡充セミナー（全４回）
スポーツ合宿誘致に関わる関連業種の魅力向上、活性化のためアスリート向けフードメニューの開発を
行います。

秋頃

外国人材活用と受入セミナー（全３回）
外国人材の活用や受け入れに向けて、各種制度や文化を学ぶ講座です。 冬頃

加工技術（活〆）の継承講座（全２回）
活〆技術の普及や観光体験への可能性を探り、雇用拡大を目指す講座です。 冬頃

求職者向けの取り組み（求職者・転職希望者・創業希望者向け）
調理師資格取得養成講座（全４回）
飲食関連業への就労に非常に有効な調理師免許取得に向けて試験科目について学ぶ講座です。 夏頃

産業で活躍するドローン操縦技能講座（全３回）
ドローンの基礎知識や操縦方法、産業での活用方法を学び就職や創業へのヒントを得る講座です。 秋頃

接客のプロから学ぶ接遇・接客スキル習得講座（全３回）
さまざまな業種で必要不可欠なおもてなしマナーの習得に向け、実践を交えながら学ぶ講座です。 秋頃

南知床４町広域観光ガイド養成講座（全８回）
南知床地域４町の魅力に精通しさまざまなニーズに対応できる「南知床広域観光ガイド」の人材育成を
目指す講座です。

秋頃

食の宝庫　南知床料理人短期マスター講座（全５回）
座学と実習を織り交ぜ、和洋中さまざまな調理方法や飲食業就職のための知識・スキル習得を図る講座
です。

冬頃

女性と若者のための創業支援セミナー（全３回）
専門家や先輩創業者を招き、心構えや資金計画について学び創業希望者を支援する講座です。 冬頃

就職促進の取り組み（事業者および求職者・転職希望者向け）
合同就職セミナー・面接会（全１回）
地域求職者を対象とした合同企業説明会を行います。 秋頃

ＵＩＪターン就労体験（10人程度）
ＵＩＪターン求職者を中心に、４町内での就労体験、観光体験を通じて移住イメージを明確にしマッチ
ングに繋げていきます。

通年

ＵＩＪターン説明会・面接会（全１回）
本州等での移住フェアへ参加し、南知床地域の魅力を発信します。 未定
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じゃがいもずきん
「ききぼう」くん

ワンポイント防 災 第87回

　全国各地で頻発する大規模洪水や土砂災害に対応して、災害時における円滑かつ迅速な避難の
確保を図るため、災害対策基本法の一部が改正され、令和３年５月20日から、警戒レベル４の「避
難勧告」と「避難指示（緊急）」は「避難指示」に一本化されました。
　また、警戒レベル３の「避難準備・高齢者等避難開始」は「高齢者等避難」に、警戒レベル５
の「災害発生情報」は「緊急安全確保」に名称が変更となりました。

※１　気象庁や北海道等が発表する情報です。
※２　町長が発令する情報です。
※３　�町が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※４　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※５　�警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に

避難するタイミングです。

新たな避難情報

避難情報の新しい名称等

災害時の避難情報の名称が変わりました！

令和３年５月20日から　　　避難指示で必ず避難
避難勧告は廃止です

詳しくは、総務課 防災係まで。

自衛隊帯広地方協力本部 中標津地域事務所（中標津町東１条南１丁目７－１）❸７２－０１２０まで。
※細部問い合わせおよび説明は随時受付中

陸・海・空自衛官等募集中陸・海・空自衛官等募集中
募集科目 応募資格 受付期間 試験期日 入隊（入校）時期 その他

一般曹候候補生 18歳以上
33歳未満

7/1～9/6 １次：9/16～19
２次：10/9～24
※いずれか１日

令和４年
３月下旬～
　４月上旬
※�上記のほかにも設
定する場合がある

「曹」となる自衛官

自衛官候補生 年間を通じて行なっています。 「任期制」の自衛官
選抜試験で「曹」昇任も可能

航空学生 （海）：18歳以
上23歳未満
（空）：18歳以
上21歳未満

7/1～9/9 １次：9/20
２次：10/16～21
３次：（海）：11/19～12/15
（空）：11/13～12/16

令和４年
３月下旬～
　４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉

防衛大学校学生
（一般）

18歳以上
21歳未満

7/1～10/27 １次：11/6･7
２次：12/7～11

令和４年
４月上旬

修学年限４年
卒業後約１年で３等陸・海・
空尉

防衛医科大学校
看護科学生

（自衛官候補看護学生）

18歳以上
21歳未満

7/1～10/6 １次：10/16
２次：11/27･28

令和４年
４月上旬

修学年限４年
看護師免許取得後
卒業後約１年で３等陸・海・
空尉

予備自衛官補
（一般）

18歳以上
34歳未満

7/1～9/17 10/2～5
※いずれか１日

【合格発表】
　11/５

【教育訓練開始】
令和３年７月以降

【招集手当】7,900円/日
【その他】
所定の教育訓練終了後予備
自衛官として任用

予備自衛官補（技術）
（ 国家免許資格等を

有する者）

18歳以上
保有免許に
より異なる

警戒レベル

４

警戒
レベル 状況 住民がとるべき行動 防災気象情報�※1

（警戒レベル相当情報） 新たな避難情報�※2

5 災害発生又は
切迫

命の危険
直ちに安全確保！

・大雨特別警報
・氾濫発生情報 緊急安全確保�※3

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

4 災害のおそれ
高い 危険な場所から全員避難

・土砂災害警戒情報
・危険度分布「非常に危険」
・氾濫危険情報

避難指示�※4

3 災害のおそれ
あり

危険な場所から高齢者等
は避難�※5

・大雨警報（土砂災害）
・洪水警報
・危険度分布「警戒」
・氾濫警戒情報

高齢者等避難�※5

2 気象状況悪化 自らの避難行動を確認
・大雨注意報
・洪水注意報
・危険度分布「注意」
・氾濫注意情報

1 今後気象状況
悪化のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

（警報級の可能性）

これまでの避難情報�※2

災害発生情報（災害を
確認したときに発令）

・避難指示（緊急）
・避難勧告

避難準備・高齡者等避
難開始

危
　
険
　
度

高

低
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問い合わせは、中標津町保健センター 健康推進課 健康指導係  ❸７２－２７３３まで。

中標津町保健センター 健康推進課 健康指導係
健康　 いちばん なかなか健康なかしべつ

家庭でできる食中毒予防
　食中毒は、特に暖かく湿気が多い
６月～９月に発生しやすくなります。
食中毒予防の三原則「つけない」「増
やさない」「やっつける」を守って
食中毒を予防するとともに健康管理
にも気をつけて、夏を元気に過ごし
ましょう。

●新鮮なものを選ぶ
●日付表示を確かめる
●早く持ち帰る
●�生ものや冷凍食品などの買い
物は最後にする

●�食品の中心部まで十分加熱す
る（中心部の温度が75℃で
１分以上、ノロウイルス対策
は85℃で１分以上）

●�調理途中に室温で放置しない
●�肉や魚の汁が、生で食べるも
のや調理済みの
食品にかからな
いようする

・北海道のホームページ（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/）
　サイト内検索：

・中標津保健所　正面玄関
・中標津町役場　駐車場西側　　　　�警報発令中は看板が設置されます。
・中標津町保健センター　正面玄関

・�町公式ツイッター、フェイスブックにてお知らせします。
　�　→町ホームページをご覧ください。

●持ち帰ったらすぐ冷蔵・冷凍
●冷蔵庫内の詰めすぎに注意
●早めに使い切る
●�肉や魚は容器等に入れ、ほか
の食品に触れ
ないように保
存する

●食事の前には手を洗う
●�盛り付けは清潔な器具、食器
を使う
●�調理後はすぐ食べる
●�調理後の食品は、室温に長く
放置しない

●�調理の前、生肉、魚、卵を取
り扱った後などこまめに手を
洗う
●�調理の器具は清潔にする（ま
な板、包丁、ふきん、たわし
など）
●�解凍は冷蔵庫
や電子レンジ
でする

●�残った食品を取り扱う前にも
手を洗う
●�冷蔵、冷凍保
存は冷めやす
いように小分けにする
●�温め直しも十分加熱する
●�時間が経ち過ぎたり、少しで
もあやしいと思ったら、思い
切って捨てる

家庭でできる	食中毒予防の６つのポイント食中毒予防の６つのポイント
加熱

付けない

増やさない

やっつける

低温
保存

手洗い

食中
毒予防の３原則

食品の購入食品の購入

調理するとき調理するとき

食品の保存食品の保存

食事のとき食事のとき

調理の下準備調理の下準備

残り物残り物

食中毒警報 食中毒警報発令中に
走っていることがあります。
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　「中標津町地域おこし協力隊」の新しい隊員が５月１日に着任し、町長から辞令が交付されました。
　地域おこし協力隊とは、各種の地域協力活動に従事する人材を都市地域等から誘致し、その定住・定着およ
び地域活性化を促進するため、総務省の支援を受けて実施しているものです。
　ルエンさんは、地域の活性化を図るため、国籍を問わず、すべての町民が互いの文化や価値観を認め合う多
文化共生の考え方を推進するとともに、移住・定住や関係人口・交流人口拡大に向けた活動を行います。

　中標津町のみなさん、初めまして。
　５月１日から中標津町に地域おこし協力隊として移住しました、レ
　ティ　ルエンと申します。ベトナム中部のタインホア出身です。
　私は３月に就労体験で中標津町に行くチャンスがありました。そこ
では町の産業、気温、景色を実際に体験できて嬉しかったです。また、
町内にはショッピングセンターやスーパーなどがあり、買い物や食事
にも便利な一方で、雪がたくさん積もっていて、野生の鹿を間近で何
度も見ることができるような自然環境であることに驚きました。ベト
ナムの農家で生まれ育った私にとっては、自然にあふれる中標津町に
感動し、ここで仕事や生活をしてみたいと思いました。これから暖か
い季節になってきますので、夏の景色も楽しみにしています。
　私は日本に来たばかりの時には、日本語も日本の文化も分からず、
生活するのもアルバイトをするのも苦労しました。今では日本語も日
本のマナーも以前より理解でき、スムーズに生活できるようになりま
した。これまでの経験を生かし、外国人を含めたみなさんのお手伝い
をしたいと思います。

　そして、外国人など文化が違う人同士が積極的に交
流し、お互いの文化を理解し、友好的に生活ができる
ように頑張っていきたいと思います。また、中標津町
で生活して、自分が体験したこと、感じたことなど、
この地域の魅力を積極的に発信して、日本の方だけで
なく、外国の方にも中標津町を知ってもらえるように
頑張りたいと思いますので、よろしくお願いします。

地域おこし協力隊が着任しました�新しい

〇行政相談の事例

隊員を紹介します

�氏　　名
　LE�THI�LUYEN
　（レ�ティ�ルエン）
前住所地
　神奈川県横浜市
趣　　味
　ドラマを見ること
　ハンドメイド

タインホアの街並みタインホアの街並み

行政相談委員を紹介します
　町民から行政に関する相談を受け付け、相談者に対する必
要な助言、関係機関等への連絡を行い、必要に応じて行政へ
要望をあげる等の活動を行なっています（総務大臣から任命）。
　行政に関するご相談がございましたら、相談委員へご連絡
ください。
　また、24年間の長きにわたり、行政相談委員として本町
の行政に関する相談対応に勤められました渡部徳樹氏が退任
され、感謝状が交付されました。

　歩道上に階段や柵が設置され、通行の妨げになってい
るので撤去してほしい。
　⇒�行政相談委員が現地確認したところ、通行に支障を
きたし危険であると判断し、道路管理者に相談内容
を連絡した結果、協議のうえ完全に撤去された。

❸090(2052)5566
小柳ひろみ 氏

❸0153(74)0039
佐藤　良文 氏

感謝状を受ける渡部徳樹氏
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　中標津町では町民の皆さ
んへ緊急的に情報提供が必
要な場合に備え、中標津町
緊急情報メール（キキボウ）
にて情報発信を行う体制を
整備しています。
　登録については、次のア
ドレスに空メールを送信し
てください。
nakashibetsu@
raiden.ktaiwork.jp

■中標津町役場
　❸73-3111
■中標津町役場
　計根別支所
　❸78-2211
■中標津町保健センター
　❸72-2733
■中標津警察署
　❸72-0110
■中標津消防署
　❸72-2181
■中標津保健所
　❸72-2168

くらしくらし
のの

ひろばひろば
Information

広報なかしべつ　2021.6

取
り
が
困
難
な
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜

間
・
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

限
ら
ず
、
券
面
事
項
・
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続

き
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
手
続
き
で

あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
夜
間
窓
口　
６
月
16
日
㈬　
18
時
～
20
時

　
休
日
窓
口　
６
月
27
日
㈰　
９
時
～
17
時

�

問
住
民
保
険
課�

戸
籍
住
民
係

年
金
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

時
７
月
６
日
㈫　
13
時
～
17
時

　
７
月
７
日
㈬　
９
時
～
14
時

所
中
標
津
町
役
場　
１
階
１
０
１
号
会
議
室

申
釧
路
年
金
事
務
所
❸
０
１
５
４
（
６
１
）
６
０

０
０
ま
た
は
０
１
５
４
（
６
１
）
６
０
０
１

※�

電
話
を
か
け
る
と
自
動
音
声
が
流
れ
ま
す
。
最

初
の
案
内
で
「
１
」
を
、
次
の
案
内
で
「
２
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
お
客
様
相
談
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。

特
定
疾
患
等
患
者　
　
　
　
　
　
　
　

通
院
交
通
費
補
助
に
つ
い
て

　
特
定
疾
患
等
で
町
外
の
医
療
機
関
に
通
院
が
必

要
な
方
の
交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対�

北
海
道
知
事
か
ら
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
小
児

慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
（
特
定
疾
病
治
療
研
究
事
業
、
先
天

性
血
液
凝
固
因
子
障
害
治
療
研
究
事
業
ま
た
は

小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
治
療
研
究
対
象
疾
患
に

罹
患
）
と
医
師
が
必
要
と
認
め
た
介
助
者
１
人
。

た
だ
し
、
介
助
者
分
に
つ
い
て
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
た
場
合
の
み
対
象
（
領
収
書
が
必

要
）

　
※
次
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　
　
・�

公
共
交
通
機
関
運
賃
の
か
か
ら
な
い
乳
幼

児
分

　
　
・�

前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額
を
超
え
る

方

　
　
・�

生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
の
移
送
費

　
国
民
健
康
保
険
税
、
町
道
民
税
の
納
税
通
知
書

は
、
６
月
中
旬
か
ら
随
時
普
通
郵
便
に
よ
り
送
付

し
ま
す
。
も
し
、
届
か
な
い
と
い
う
方
が
い
ま
し

た
ら
、
次
の
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
：
住
民
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　
町
道
民
税
：
税
務
課 

住
民
税
係

　
今
月
の
指
定
口
座
か
ら
の
振
替
は
６
月
30
日
㈬

で
す
。
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、

前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
納
期
が
既
に
経
過
し
て
い
ま
す
～

〇�

固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

〇�

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　
納
期
限
を
過
ぎ
た
税
は
「
滞
納
」
と
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
お
手
元
の
納
付
書
を
お
確
か
め
の
上
、

納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
急
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

≪
休
日
・
夜
間
相
談
窓
口
≫

■
夜
間
相
談
日

６
月
16
日
㈬　
　
18
時
～
20
時

■
休
日
相
談
日

６
月
27
日
㈰　
　
９
時
～
17
時

　
な
お
、
当
日
窓
口
で
は
町
税
と
国
民
健
康
保
険

税
の
み
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
（
自
動
払
込
）
が
便
利
で
す
。
ご
希
望
の
町

内
の
金
融
機
関
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
手
続
き

に
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

	
一　
般

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
　
　
　
　
　

夜
間
・
休
日
窓
口
に
つ
い
て

　
平
日
や
日
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

内�

問
診
、
骨
密
度
測
定
（
腰
椎
・
大
腿
（
太
も
も)

骨
）、
診
察

対�

20
歳
以
上
の
方

定�

１
日
２
人

￥�

20
～
69
歳
：
２
，
７
０
０
円

　
70
～
74
歳
：
１
，
３
０
０
円

　
�

中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
：
無
料

締�
６
月
18
日
㈮

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ（
７
月
分
）

時�

７
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮
の
毎
週
月
～
金
曜
日

　
※
受
付
は
８
時
30
分
～
11
時
ま
で

所
町
立
中
標
津
病
院

内
頸
部
細
胞
診・膣
エ
コ
ー
検
査
（
希
望
者
の
み
）

対
20
歳
以
上
の
女
性

　
（
検
診
の
間
隔
は
２
年
に
１
回
）

￥
２
，
０
０
０
円
（
70
歳
以
上�

１
，
３
０
０
円
）

　
膣
エ
コ
ー
検
査
は
１
，
７
５
０
円

締
６
月
18
日
㈮

他�

受
診
す
る
際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
検
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

	

税　
金

６
月
は
町
道
民
税（
第
１
期
）と
国
民
健
康

保
険
税（
第
１
期
）の
納
期
で
す　
　
　
　

【
納
期
限
は
６
月
30
日
】

	

健　
康

「
特
定
健
康
診
査
」個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
の
個
別
検
診
を
、
次

の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

所�

石
田
病
院�

❸
（
７
２
）
９
１
１
２

　
　
石
田
病
院
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
富
沢
内
科
医
院

　
　

�

予
約
は
不
要
で
す
。
食
事
を
と
ら
ず
に
、
診

療
時
間
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー�

　
　
❸
０
１
５
４
（
３
７
）
３
３
７
０

　
　

�

釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
へ
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

　
町
立
中
標
津
病
院�

❸
（
７
２
）
８
２
０
０

　
　

�

健
診
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
町
立
中
標

津
病
院
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
※�

釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
と
町
立
中
標
津
病

院
で
は
、
が
ん
検
診
を
一
緒
に
受
診
で
き
ま

す
（
別
料
金
）。

対
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
歳
～
74
歳
の
方

￥
無
料

期
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

持�

特
定
健
康
診
査
受
診
券
、
健
康
保
険
証

問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

骨
粗
鬆
症
検
診
の
お
知
ら
せ（
７
月
分
）

時�

７
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮
の
毎
週
火
～
金
曜
日

　
※
受
付
は
10
時
30
分
～
11
時
ま
で

所�

町
立
中
標
津
病
院

きまりを守り明るいまちにしましょう（町民憲章より）
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中
標
津
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

地
域
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金

　
中
標
津
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
低
迷
し
て
い
る
地
域
の
活
性
化
と
、

町
民
の
元
気
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
、

感
染
症
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
自
主
的

な
取
り
組
み
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し

ま
す
。

〇
補
助
対
象
団
体　
町
民
５
人
以
上
の
団
体

〇
補

助

率　

�

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の

４
以
内

〇
補
助
限
度
額　
１
０
０
万
円

〇
補
助
対
象
経
費　

�

消
耗
品
費
、
広
告
料
、　

印
刷
製
本
費　
ほ
か

〇
事

業

例

　

�　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
消
費

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施　
な
ど

〇
募
集
期
限　
６
月
22
日
㈫

　
※
審
査
を
経
て
採
択
事
業
を

　
　
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
経
済
振
興

課�

地
域
振
興
係
ま
で
。

等
ま
た
は
他
の
法
令
等
に
よ
る
通
院
交
通
費
相
当

分
の
全
額
給
付
を
受
け
て
い
る
方

期�

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
６
月
30
日

ま
で
の
通
院
分

締�

８
月
31
日
㈫

問
福
祉
課�

福
祉
支
援
係

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
し
込
み
期
間
中
は
窓
口
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
電
話
予

約
を
し
て
か
ら
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

所
泉
団
地
（
３
階
建
）

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
階
）
２
戸

　
　
　
　
　
　
（
３
階
）
１
戸

　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸

　
　
　
　
　
　
（
３
階
）
１
戸

　
　
※
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
単
身
不
可
、
世
帯
向
け

　
あ
ず
ま
グ
リ
ー
ン
団
地
（
４
階
建
）

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
４
階
）
１
戸

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
階
）
１
戸
（
車
椅
子
専
用
）

　
旭
第
２
団
地
（
２
階
建
）

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸
（
オ
ー
ル
電
化
）

　
西
町
団
地
（
３
階
建
）

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸

　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
３
階
）
１
戸

　
　
※
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
単
身
不
可
、
世
帯
向
け

申
期
６
月
11
日
㈮
～
22
日
㈫

他
・�

町
税
等
（
負
担
金
・
使
用
料
含
む
）
に
未
納

が
な
い
こ
と
。

　
・�

入
居
資
格
に
は
所
得
・
暴
力
団
員
の
制
限
等

が
あ
り
ま
す
。

　
・
入
居
時
期
は
７
月
下
旬
～
８
月
を
予
定
。

　
・�

運
営
委
員
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
困
窮
度
の

高
い
方
か
ら
入
居
を
決
定
し
ま
す
。

申
問�

都
市
住
宅
課�

住
宅
係
（
役
場
２
階
窓
口
④

番
）

集
落
協
定
を
公
表
し
ま
す

　
中
標
津
町
で
は
令
和
２
年
度
よ
り
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
（
第
５
期
対
策
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
農
業
生
産
条
件
が
厳
し
い
地
域

へ
の
対
策
と
し
て
、
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、
水
源

の
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
や
景
観
の
維
持
な
ど
農
業

の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
耕
作

面
積
に
応
じ
て
交
付
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
具
体
的
な
事
業
内
容
は
集
落
で
策

定
す
る
協
定
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
制

度
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
次
の
と
お

り
協
定
内
容
と
令
和
２
年
度
の
実
施
内
容
を
公
表

し
ま
す
。

時
６
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬　
※
土
日
は
除
く

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

所
農
林
課
（
役
場
２
階
窓
口
⑦
番
）

問
農
林
課�

農
務
係

６
月
定
例
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

�

時
６
月
14
日
㈪　
10
時

所
中
標
津
町
役
場　
３
階
議
事
堂

問
議
会
事
務
局�
議
事
係

季
労
者
向
け
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士　

受
験
準
備
講
習
の
ご
案
内

　

根
室
管
内
４
町
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
で
は
、

季
節
労
働
者
の
方
を
対
象
に
「
２
級
土
木
施
工
管

理
技
士
受
験
準
備
講
習
」
を
実
施
し
ま
す
。
７
回

の
準
備
講
習
を
受
講
し
、
10
月
24
日
㈰
の
試
験
を

目
指
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
協
議

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
①
９
月
５
日
㈰　
②
９
月
12
日
㈰

　
③
９
月
19
日
㈰　
④
９
月
26
日
㈰

　
⑤
10
月
３
日
㈰　
⑥
10
月
10
日
㈰

　
⑦
10
月
17
日
㈰

所
㈱
北
友
商
会
（
中
標
津
町
東
37
条
南
１
丁
目
）

定�

４
人
（
４
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
）

￥�

無
料

申
期�

７
月
１
日
㈭
～
13
日
㈫

　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
方�

申
込
書
と
一
緒
に
次
の
ど
ち
ら
か
の
書
類
の

コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
は
不
可
）

　
〇
就
労
中
の
方

　
　
「�

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
等
確
認
通

知
書
」

　
〇
離
職
中
の
方

　
　
「
雇
用
保
険
特
定
受
給
資
格
者
証
」

申
問�

根
室
管
内
４
町
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

　
　
❸
（
７
２
）
６
７
８
９

６
月
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」で
す

　
外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」
適
正
に
雇
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
①�

雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら
れ
て
い

る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②�

外
国
人
の
雇
入
れ
と
離
職
は
、
必
ず
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
③�

労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
根
室
中
標
津
分
室�

❸
（
７
２
）

２
５
４
４

重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
医
療

費
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
医
療
費
受
給

者
の
方
へ
交
付
（
更
新
）
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

締
７
月
２
日
㈮

他
・�
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
自

動
更
新
の
た
め
申
請
書
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
中

標
津
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

令
和
３
年
度
所
得
課
税
証
明
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
・�

更
新
後
の
新
し
い
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、

７
月
末
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
福
祉
課�

福
祉
支
援
係

　
子
育
て
支
援
室�

子
育
て
支
援
管
理
係

フ
レ
ン
ド
リ
ー・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

　
７
月
17
・
18
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
フ
レ

ン
ド
リ
ー
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
を

中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会

　
（
事
務
局
：
福
祉
課�

社
会
福
祉
係
）



※
�広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、

デ
ー
タ
(JPEG

)で
提
供
し
ま
す
の
で
総
務
課
情

報
化
推
進
・
広
報
調
査
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
毎
月
６
日
発
行
）

広
報
中
標
津
は
、
環
境
保
護
の
た
め
道
産
間
伐
材
と
古
紙
を
配
合
し
た
用
紙
お

よ
び
100%

植
物
油
型
イ
ン
キ「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
100」を

使
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
／
中
標
津
町
役
場
�総
務
部
総
務
課
情
報
化
推
進・広

報
調
査
係

　
〒
086-1197�北

海
道
標
津
郡
中
標
津
町
丸
山
2丁
目
22番

地
　
❸
0153-73-3111�❹

0153-73-5333
　
中
標
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�http://w

w
w
.nakashibetsu.jp/　

携
帯
サ
イ
ト
�http://j.nakashibetsu.jp/

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
段
の『
お
問
い
合
わ
せ
』よ
り

広
報

2021

6
№

702
中

標
津

町の人口
男
女

世帯数

ひとのうごき

看護師・看護助手看護師・看護助手　　仲間募集中です仲間募集中です

４月30日現在住民登録人口
※（　　）内は前月比

23,003（＋117）
11,327（＋ 67）
11,676（＋ 50）
11,364（＋114）

　総合文化会館しるべっとを会場に、
65歳以上の方への「新型コロナワクチ
ン接種」が５月24日㈪からはじまりま
した。
　そのほかの方へのワクチン接種は供給
の目途がつき次第ご案内しますので、い
ましばらくお待ちいただけますようお願
いします。

誕　生 11人
死　亡 15人
転　入 255人
転　出 134人

町立中標津病院からのお知らせ

今月の表紙

○新しい医師が着任しました○
①出身大学　　②卒業年　　③専門

精神科　医長

杉
すぎ
　村

むら
　綾

あや
　子

こ

①岩手医科大学
②平成25年３月
③精神科一般

　新たに新型コロナウイルス患者へ使用可能な医療機器を納品しました。いつでも安全に使えるよう、当院の
臨床工学技士が点検・管理しています。

　当院では、発熱や風邪症状のある方のために、診療はお断りせず一般外来とは区別し、ほかの患者様と動線
を分けた場所で診療を行なっています。
　新型コロナウイルス感染症の患者様が当院に入院した場合でも、陰圧装置を設置したトイレ、シャワー、洗
面台の設備がある個室を使用することから、ほかの患者様と交わらない、空気も院内に流入しないシステムに
なっていますので、安心して来院していただけます。

　新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、当院では院内感染防止のため、入院患者様との面会を病室をはじ
め廊下等を含む院内すべての場所において原則禁止としています。病院内で感染が広がるクラスターとなった
場合、病院の運営継続と安心安全な医療提供が不可能となってしまい、医療崩壊に繋がります。患者様および
ご家族の皆様には、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　看護部理念「地域に根差した、誠意と愛情のこもったあたたかい看護の提供」のもと、
地域医療の向上に貢献できる看護職員の育成に取り組んでいます。2025年に向けて医療・
看護を取り巻く環境が変化していく中で、一人ひとりが看護実践能力を向上させ、患者様
の意思を尊重した寄り添った看護が提供できるようにと、教育環境、働く職場環境が整う
よう皆で協力して活動しています。�笑顔と思いやりと向上心のあるあなた、ぜひ当院で
一緒に働きませんか。

町立病院の新型コロナウイルス感染症対策を紹介します

65歳以上の人口　6,183人（高齢化率26.9％　介護保険課調）

○医療機器を導入しました

○発熱外来は一般外来と区分けしています

○入院患者様との面会は原則禁止しています

看護職QRコード

←人工呼吸器
搬送用呼吸器

↓

生体モニタ→


